



























The Value and the Price of Production
――A Revision,The Theory of Professor Yuji Oishi――
平 石 修











①“Zur Berichtigung der grundlegenden theoritischen Konstruktion”Jahrbu?cher fu?r
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生産部門 不変資本 可変資本 剰余価値 生産物の価値
? 225 90 60 375
? 100 120 90 300
? 50 90 60 200



























































































生産部門 不変資本 可変資本 利潤 生産物の価格
? 288 96 96 480
? 128 128 64 320
? 64 96 40 200



















































































? 243 81 50.625 374.625 81 405
? 108 108 67.5 283.5 54 270
? 54 81 50.625 185.625 33.75 168.75
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資本 剰余価値 価値 利潤率
? 60C＋40V 40 140 40％
? 50C＋50V 50 150 50％ ……
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お わ り に
マルクスは，価値の生産価格への転化で，まず商品の価値と生産価格との関係を，商品の
価値，剰余価値の転化，また費用価格の転化の捨象によりとらえている。その数値例の提示
は，きわめてすぐれたものであり，大石氏が商品の生産価格の概念の提示であるとするのは，
妥当な提起である。ただ商品の本来の生産価格は，商品の価値，剰余価値の転化とともにの
費用価格の転化によって成立し，その概念の提示だけでは，価値の生産価格への転化は，理
論として終結しない。マルクスは，商品の費用価格に他商品の生産価格が入りこむと，費用
価格は価値と一致しなくなり得るとしたが，それが改めての転化の端緒の規定となる。マル
クスに利潤の二重計算の回避と関係する叙述があり，それは社会的総計としての商品関係の
叙述へと発展するが，そこで商品の費用価格に他商品の生産価格が入りこむ関係の叙述の発
展が，あるわけではない。マルクスのこの原稿の執筆時に，経済表はすでに完成していたの
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であり，そのここでの利用があれば，もっと発展した叙述があったのではないかということ
があるが，ともかく再生産表式の未完成が，ここでの叙述の制約となったのであろうと思わ
れる。おそらくツガンバラノウスキーが，その問題の最初の解決の提起者であり，ボルトケ
ヴィッチがつぎの解決の提起者である。ツガンバラノウスキーは，商品の価値と生産価格と
の関係を，労働量による規定と貨幣量による規定との関係においてとらえていて，ただその
一般化をしていない。ボルトケヴィッチは，商品の価値と生産価格との関係を，貨幣量によ
る規定のみにおいてとらえていて，またその一般化をしている。この両者が，マルクスに残
された，商品の価値と生産価格との関係における費用価格の転化を，解決する先達となる。
この先達を受けて，その後の理論の発展となるが，ここでは，大石氏の理論を問うていると
いうことである。
大石氏は，価値の生産価格への転化と関係して，二部門分析の方法をとり，論理的な転化
とともに具体的な転化にも取り組んでいる。氏は，論理的な転化では，基本式としての三式，
第一式，第二式の，投下資本生産価格と商品生産価格との，一般利潤率を媒介とする商品の
価値と生産価格との関係式に，第三式として社会的総計としての投下資本の価値と生産価格
との等値の関係式を設定する。商品の価値も生産価格も労働量による規定とする。第一式，
第二式は本来のものであるが，第三式は社会的総計としての商品の価値と生産価格との一致
が本来のものである。氏の第三式の変更は，商品の価値と生産価格との関係を労働量によっ
て接続することを否定することにつながる重要な問題を含むことになる。また氏は，この第
一式，第二式の生産価格式に，生産価格表示の価値式というものを追加して対比する。それ
は第一式，第二式の商品の利潤を，剰余価値に生活手段商品の転化係数を乗じたもの，いわ
ば生産価格化された剰余価値におきかえたものである。この式は，事実上新たな生産価格式
であるが，生産価格化された剰余価値をたんに剰余価値と命名することで，形容詞を付して
価値式と命名するのである。ここで単純再生産の場合が前提であり，氏ではこの場合に，こ
の第一式，第二式の生産価格式と，新たな価値式との対比で，氏の重視する総計一致の二命
題の成立をいうことができる。だがさきの氏の第三式が成立の根拠を持たない式であり，そ
れが氏の第一式，第二式の問題となるとともに，この氏の新たな価値式は，ますます成立の
根拠を持たない式である。氏は，総計一致の二命題の成立の論証を意図したもののようであ
るが，それは単純再生産の場合としてさえも，架空の論証たらざるを得ないのである。また
氏は，具体的な転化では，資本間の競争として，商品の価値どおりの交換の場合に，資本の
価値構成の部門間の相違のための利潤率の部門間の相違からの，資本の部門間の移動を問う
ている。利潤率の低い部門から高い部門への資本の移動を通じて，部門間の利潤率の相違が
縮小し，一般利潤率の成立，商品の生産価格の成立となるとする。ここで氏は，資本の移動
の方向が，商品の需給関係の変化を通じて逆転するとして，独自の視点を設定し，資本間の
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競争の帰結と起点とで価値式が一致するとし，帰結での生産価格式の基礎にその価値式を置
くことで，重要な問題を含むことになる。具体的な検討による限り，資本の移動は同方向で
問題はなく，資本間の競争の起点と帰結とで価値式が変化し，帰結での生産価格式の基礎に
その変化した価値式を置くことに問題はない。氏では，資本の移動の方向の逆転で，競争の
起点が単純再生産の場合であれば，競争の帰結も単純再生産の場合となる。だが本来の資本
の移動の同方向の継続では，競争の起点が単純再生産の場合であれば，競争の帰結は縮小再
生産または拡大再生産の場合となる。氏では競争の帰結が単純再生産の場合であれば，ここ
で氏の重視する総計一致の二命題の成立をいうことができる。だがここでは前述の式関係の
問題に加えて資本の移動の逆転の問題があることになる。氏はここでも総計一致の二命題の
成立の論証を意図したもののようであるが，それは単純再生産の場合でさえも，ますます架
空の論証たらざるを得ないのである。だが，総計一致の二命題は，いかなる再生産の場合で
あろうと問われ得るものであり，またそれがともに成立するといわなければならないような
ものではないのである。氏の論理的な転化としても具体的な転化にしても，諸論点の組み換
えによる新たな再構成が要請される。氏は，ボルトケヴィッチに対する批判，置塩氏に対す
る批判で，二部門分析を三部門分析へ発展させるが，この両者の理論の発展をとらえきるこ
とができないままに，ここで大石氏自身の第Ⅲ部門に関係する問題が明確化して，氏の理論
の発展とはいえないものになっている。この批判に対応する問題も含めて，その新たな再構
成から，改めての氏の理論の発展の道が切り拓かれてくるように思われる。このままでは氏
は，ツガンバラノウスキーやボルトケヴィッチの先達の理論の発展で，位置を持つことがで
きるかどうかの問題を，抱え込むように思われるのである。
(ひらいし おさむ 経済学)
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